
医師の異動

オンライン紹介予約オンライン紹介予約
予約対応診療科追加のご案内

※重症患者や緊急性の高い患者は、直接お問い合わせ下さい。
※医師の休診等により代診医が診察する場合があります。
※初回は初診医で診察させて頂き、次回診察時より専門医の予約になる場合があります。
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循環器内科、血液内科、アレルギー・リウマチ内科、
糖尿病・内分泌・代謝内科、消化器内科（消化管）、呼吸器内科、
脳神経内科、腎・透析内科、皮膚科

肝・胆・膵外科、上部消化管外科、下部消化管外科、
炎症性腸疾患外科、乳腺外科、小児外科、心臓血管外科、
呼吸器外科、形成外科、眼科、歯科口腔外科

中皮腫センター、肥満症センター

予約対応診療科

インターネット端末にて、診察室、受付窓口、
その場から予約が可能なオンライン紹介予約に、

5/1より肝・胆・膵外科、乳腺外科が追加になりました。

開催日 講  師 セミナー演題

サタデーモーニングセミナーのお申込は、各セミナー記事にある二次元コードもしくは医療支援センターにお問い合わせください

2026年度サタデーモーニングセミナー 年間スケジュール

第58回

第59回

第60回

第61回

第62回

第63回

第64回

第65回

「あの人、ホンマにリウマチなん？」が現実に
-最新の関節リウマチ診療について2026年 8月 8日

2026年 9月12日

2026年10月17日

2026年11月21日

2026年12月19日

2027年 1月16日

2027年 2月20日

2027年 3月20日

アレルギー・リウマチ内科

「朝が起きれず、夜が元気で頭痛・めまい」を治す漢方治療｠
―フクロウ型体質の実践的漢方治療―

薬が効きにくい痛みに、次の一手を
～ペインクリニックの役割～奥谷 博愛

ペインクリニック部 講師

老化の始まりは口腔から
～オーラルフレイルをご存知？～岸本 裕充

歯科口腔外科 診療部長

根治を目指した膵がん・胆道がんの
最新治療について廣野 誠子

肝・胆・膵外科 診療部長

抗酸菌感染症診療のピットフォール大搗 泰一郎
呼吸器内科 講師

病院病理部 診療部長

前立腺肥大症における
前立腺動脈塞栓術について和田 玲緒名

大江 知里

放射線科 助教

病理診断のパラダイムシフト
～顕微鏡からデジタルへ～

東 　直人診療部長

漢方診療センター

中島 正光センター長

※公的機関・医療機関専用ホットラインです。患者さんへの公表はお控えください。

救 急 ホ ッ ト ラ イ ン

▶循環器疾患と思ったら ……080-2475-7380（循環器内科医師）
▶脳疾患と思ったら …………080-2529-8239（脳神経外科医師）
▶3次救急疾患（重症患者等） 080-2504-9504
上記以外の場合は
▶医療支援センター …………0798-45-6001（平日8：30～16：45）
▶受入窓口看護師 ……………080-9590-0885（休日及び16：45～翌8：30）

2025年10月1日より兵庫医科大学病院の救急ホットラインが変更となり
ましたのでお知らせいたします。

2026年度の

開院日に
ついて

当院では、ハッピーマンデーの一部を開院日とし、安心・安全な医療の提供を整えて
おります。
2025年度は、下記の祝日を通常の診療体制といたしますので、お知らせいたします。

2026年11月3日（火） 文化の日
2027年1月11日（月） 成人の日

※ 上記開院日につきましては、紹介予約受付時間を8：30～16：45とさせていただきますので、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

オンライン紹介予約のご案内

「肝・胆・膵外科」「乳腺外科」
がオンライン紹介予約の対象診療科に
追加となります。
ご利用にあたってはID・パスワードの発行が必要になります。
右の二次元コードもしくは当院ホームページから申請を
お願いします。

＊重症、緊急性の高い患者は直接お問い合わせください
＊医師の休診等により代診医が診察することがあります
＊初回は初診医で診察し、次回診察時より専門医の予約となる場合があります。

ID、パスワード発行

当院ホームページ

兵庫医科大学

兵庫医科大学病院  新病院棟内覧会のご案内
日時 2026年8月30日（日）

13：00～16：00（予定）
住所 西宮市武庫川町1-1 ※現病院の敷地内
対象 地域医療機関関係者、お取引先関係者、

近隣住民など

着任 2026年2月1日～2026年4月1日付 退任 2026年1月31日～2026年3月31日付

●循環器内科
大野 純一

●血液内科
髙橋 早希

●消化器内科（消化管）
髙木 康宏
北野 隆之
米田 秀揮

●小児科
河盛 重紀
河田 宗一郎

●放射線科
西本 早由里

●皮膚科
神戸 直智
宮川 　史
石原 朋典
尼木 麻実

●上部消化管外科
村上 幹樹
大谷 雅樹

●小児外科
梅田 　聡

●産科婦人科
林　 正美
松前 真惟子
岩本 麻衣子

●整形外科
山浦 鉄人

●形成外科
齋藤 拓也

●泌尿器科
赤木 直紀

●歯科口腔外科
塙 荘太郎

●リハビリテーション科
芝野 綾香
金谷 実華

●救命救急センター
大穗 雄太

●内視鏡センター
吉岡 亮太

●糖尿病・内分泌・代謝内科
神崎 曉慶

●消化器内科（肝・胆・膵）
中野 遼太

●消化器内科（消化管）
中井 啓介
戎谷 信彦

●脳神経内科
徳原 悠介

●小児科
寺﨑 英佑
徳永 沙知
中田 あゆみ

●精神科神経科
林田 和久

●皮膚科
和田 吉弘
林　 秀樹
藤原 真鈴

●上部消化管外科
石田 善敬

●下部消化管外科
伊藤 一真

●乳腺外科
永橋 昌幸

●乳腺外科
土田 純子

●小児外科
大植 孝治

●産科婦人科
鍔本 浩志
表　 摩耶

●形成外科
垣淵 正男

●泌尿器科
重坂 光二
永山 　洵

●耳鼻咽喉科・頭頸部外科
春名 威範

●麻酔科
佐伯 彩乃

●リハビリテーション科
中川 はるか
市川 昌志

●救命救急センター
山田 太平

※ご参加をご希望の場合は、右記二次元コードよりご登録
　ください。
※緑樹会、武庫川クラブの先生方には別途ご案内を送付
　予定です。

より高度な医療を、
より安全に提供するために
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新病院準備室長　阪上 雅史

　当院は、2026年9月の新病院開院を機に、特定機能病院としてより安全で質の高い医療を
提供していきます。各建物に分散して設置されていた病棟や外来を新病院棟に集約。さらに急
性医療総合センターとも同じ階高で接続したことで移動がよりスムーズになり、安全性が高ま
ります。また、DX化を進めて生産性や効率性を向上するとともに、最新型のフォトンカウンティ
ングCTや抗がん剤ロボット「ケモロザスパイク」の導入、ナースコール連携など設備面の強化
も図ります。もちろん施設・設備面だけでなく、医師をはじめとする医療職のレベルもさらなる
向上を目指し、これからも全職員が一丸となって多職種連携one teamで地域医療に貢献し
てまいります。

新病院棟 3階内科外来にて
（新病院準備室スタッフジャンパー着用）

〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1－1
TEL（0798）45-6111（大代表）

ＴＥＬ：0798－45－6035（直通）　ＦＡＸ：0798－45－6002（直通）
編集・発行　2026年4月　兵庫医科大学病院　医療支援センター



　食物アレルギーは子どもの病気と思われがちですが、実は大人になっ
てから発症するケースも珍しくありません。これまで問題なく食べていた
食品でも、突然じんましんや腹痛、呼吸困難などの症状を起こすことがあ
ります。成人によく見られる食物アレルギーの代表格の一つが、近年注目
されているアニサキスアレルギーです。当院では東京海洋大学との共同
研究を行い、まだ明らかにされていないことの多い
アニサキスアレルギーの解明に努めています。本セ
ミナーでは、成人の食物アレルギーの特徴や原因、
検査・診断の考え方、日常生活の注意点について、
最新の研究成果を交えて解説し、地域の先生方と
のより良い連携につなげていきたいと思います。

大人になってからの
食物アレルギー

第55回 2026年5月16日（土）

田村 誠朗アレルギー・リウマチ内科　助教

兵医サタデーモーニングセミナー

専門分野
●日本内科学会 総合内科専門医・認定医・指導医　●日本血液学会 専門医・指導医　●日本造血・免疫細胞療法学会 認定医
●日本がん治療認定医機構 がん治療認定医　●日本輸血・細胞治療学会 認定医

●造血器腫瘍　●血液疾患全般　●造血幹細胞移植　●輸血医学　●細胞治療

資　　格
専門分野

●日本リウマチ学会 専門医・指導医　●登録ソノグラファー　●日本アレルギー学会 専門医・指導医　●JMECCインストラクター

●アレルギー・膠原病　●アニサキスアレルギー　●掌蹠膿疱症性骨関節炎　●乾癬性関節炎

資　　格

専門分野
●日本泌尿器科学会 専門医・指導医　●日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会 腹腔鏡技術認定医　●がん薬物療法認定医
●泌尿器ロボット支援手術プロクター（da Vinci）　●泌尿器ロボット支援手術プロクター（Hinotori）　●泌尿器ロボット支援手術プロクター（Hugo-RAS）

●泌尿器科癌（前立腺癌、腎癌、膀胱癌、腎盂尿管癌など）　●排尿障害　●間質性膀胱炎

資　　格

開催日 講  師 セミナー演題

アーカイブ動画（期間限定配信）

第52回 2026年2月21日 髙雄 由美子
ペインクリニック部 診療部長

第53回 2026年3月21日 佐藤 孝樹
眼科 講師

※「兵医サタデーモーニングセミナー」は医師及び医療従事者を対象とした動画配信セミナーです。
　提供している情報は専門的なものであり、一般の方への情報提供を目的としたものではございませんので、あらかじめご了承ください。

第54回 2026年4月18日 倉橋 康典
上部消化管外科 講師

慢性難治性疼痛の治療
～チームでの取組み～

兵医食道癌診療 Update 2026
― 早期発見から専門治療へ，
　　　地域で食道癌に立ち向かう

網膜硝子体疾患の治療
裂孔原性網膜剝離と黄斑上膜について

二次元
コード

その採血異常、どう考える？
―貧血、血球減少、リンパ節腫脹から学ぶ
血液疾患診療の基本と最新の進歩―

吉原 享子血液内科　臨床講師

兵医サタデーモーニングセミナーとは？
　毎月第3土曜日の早朝に、医師および医療関係者を対象として
開催している30分間のオンラインセミナーです。実際に現場で
治療をしている各診療科の医師より、当院での取り組みや最新情
報をお届けします。また、当セミナーは「日本医師会生涯教育制
度」の単位認定（1回につき0.5単位）が可能です。他科の治療に
関するテーマにも是非お気軽にご参加ください。

費用は無料です（キャンセル手続等もございません）　

zoomミーティングにて開催します　

日医生涯教育制度の単位認定（0.5単位）が可能です
（当日ご参加いただいた方のみ）

講演内容について、お気軽にご質問いただけます

泌尿器科がんに対する
最新の診療と個別化治療

第56回 2026年6月20日（土）

齊藤 亮一泌尿器科　准教授

　高齢化に伴い、あらゆる医療現場で標準治療の適用が難しい症例が
増えています。特に泌尿器がんは、年齢と共に罹患率も上がっていくた
め、高齢患者が今後さらに増えていくことが予想されます。当科では、一
人ひとりの病態や社会背景に応じた「個」を重視するがん診療を実践し
ています。進行がんに対する全身薬物療法では、十分な情報提供のも
とに共有意思決定を重視。前立腺がんでは新規マーカーの
S2,3PSA％を用いた生検適応の最適化を行っています。また、機能温
存と低侵襲性を重視したロボット支援手術にも力を注いでいます。本
セミナーでは、当科の最新の診療と個別化治療についてご紹介し、より
強固な地域連携の一助にできればと考えています。

第55回申込
はこちら

第57回申込
はこちら

第56回申込
はこちら

第57回 2026年7月18日（土）

　白血病診療は、いま大きく変わりつつあります。昨年からは造血器腫
瘍に対する遺伝子パネル検査が可能となり、診断、予後予測、治療選択
の精度が大きく向上しました。ただし、こうした検査を実施できる施設

は限られています。さらに急性リンパ性白血病では、免疫療法な
どの導入により2年無白血病生存率が約90%に達するなど、治
療成績は大きく改善しています。移植を回避できる患者さんが
増える一方で、なお移植が必要な症例もあり、当院では遺伝子パ
ネル検査から移植医療まで一貫して対応しています。新病院で
は無菌室も増設され、受け入れ体制がさらに強化されます。本セ
ミナーでは、その最新動向を地域の先生方にわかりやすくお伝
えします。

専門分野
●□□□□■
●□□□□■

●□□□□■
●□□□□■
●□□□□■
●□□□□■
●□□□□■

資 格 等

　開学50周年事業の一環として建設を進めてきた新病院は、2026年
9月にいよいよ開院を迎えます。私は2016年に新病院準備室長を拝命
し、基本構想・基本計画・基本設計・実施設計に携わってまいりました。そ
の過程では、現場の職員の意見を最大限に取り込むことを重視しなが
ら、行政との折衝や地域住民への工事説明も丁寧に行ってきました。

　新病院のコンセプトは、「Human Centered Hospital ―『ひと』が主
役の未来型スマート病院へ―」です。「ひと」は患者さんとそのご家族、地
域住民の皆さまのみならず、医療スタッフも意味します。医療者が気持ち
よく働いてこそ、患者さんファーストの診療ができるからです。また、ITや
AIを活用して生産性や効率性をさらに高めていくとともに、DX化の傍
ら、院内にはフロア案内や受付機の操作サポートなどを行うコンシェル
ジュを配置し、「ひと」の温かみも大切にしています。

　新病院の開院を機に、より安全かつ高度な医療を提供するため、各建
物に分散していた病棟や外来を新病院棟に集約。急性医療総合センター
と新病院棟の階高を合わせたほか、3階に内科外来、5階に外科外来、そ
の間の4階に検査フロアを設けるなど、動線を改善したことで移動がよ
りスムーズになります。また、安全面を考慮し、患者と職員のゾーン分け
や面会・お見舞いの受付管理など、セキュリティも強化します。

　新病院は病棟各階に電子カルテを備えた学生用の部屋を設け、医学生・
看護学生をはじめ医療系学生の臨床実習の利便を図ります。文部科学省
の方針である「スチュ－デントドクタ－の活躍」をサポ－トするものです。

　当院は1996年に災害拠点病院に指定されており、救急・災害医療機
能の確保は重要な使命です。新病院棟は地震被害を最小限にとどめる
免震構造を備えています。また、武庫川氾濫時でも機能を維持できるよ
う、診察機能を原則2Fレベル以上に設置。屋上ヘリポートや直結する救
急エレベーターも設置しています。

　当院はこれまでに、阪神・淡路大震災、JR福知山線脱線事故、東日本
大震災、コロナ禍という4つの大きな災害を経験しています。阪神・淡路
大震災では、当院も甚大な被害を受けながらも、63ヶ所の救護所で延べ
1000回以上活動しました。この経験を生かし、東日本大震災では地震
発生当日の夜から現地にDMATを派遣し、以後6回にわたって救護活動
を行いました。新型コロナウイルスの影響を最小限に食い止められたの
も、多職種連携one teamで災害を乗り越えてきた歴史があったからこ
そではないでしょうか。今後も何か災害が起こった際は、災害拠点病院と
して地域の医療復旧に尽力したいと考えています。

　当院はこれからも地域医療機関と連携し、地域と共に歩んでいきま
す。今後も引き続き、皆さまのご理解とご支援を何卒よろしくお願い申し
上げます。また、新病院の設立にあたり、多大なるご支援・ご寄付を賜っ
た皆さまに、この誌面を借りて心より感謝申し上げます。

「ひと」が主役の未来型スマート病院
新病院棟が9月に開院阪上 雅史

新病院準備室長
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